
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原因対策図
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材質  インコネル TT600 

ＥＣＴ信号指示箇所  
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長さ 1.3mm～3.1mmのきずが４本確認された。
きずは，ジグザグで一部に枝分かれが見られ，
応力腐食割れの様相を呈していた。 
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発生箇所ＥＣＴ信号指示箇所の詳細観察結果

内面変形の測定 

約 20μm 

きず近傍になだらかでわ
ずかな内面側への凸の変
形が確認された。 
 
A-A’線： 変形が無い場合の
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高温の１次冷却材水質環境 

三因子が重畳し、１次冷却材環境下における応力腐
食割れが発生したものと推定 

管板 

②液圧拡管 

介在物のところで液圧拡管、
ローラ拡管による引張応力発生 

＋ 

運転時の圧力により介在物の
ところに応力発生 

介在物のところに引張応力発生 

環境 

 
応力腐食割れの感受性がある 600系ニッケル基合金

材料 

 
・伝熱管挿入の際に、介在物を挟んだ状態で拡管し
たため、伝熱管内面に局所的な引っ張り残留応力が
発生 

    ＋ 
・運転時の圧力による応力 

応力 

＋ 
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スリーブ 
プラグ 

伝熱管 

機械式栓 

微小な介在物（管穴

加工時に発生した

バリ）を伝熱管挿入

時に、管板管穴と伝

熱管のわずかな隙

間に挟み込んだ状

態で伝熱管を挿入 

管板管穴と伝熱管

の間に微小な介在

物を挟んだ状態で

液圧拡管施工 
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①伝熱管挿入 

微小な介在物 

伝熱管 

管板 

管板管穴と伝熱

管の間に微小な

介在物を挟んだ

状態でローラ拡

管施工 
 

介在物のところに引張応力発生
＋ →

ローラ拡管 

液圧拡管 
による圧力 

伝熱管 

管板 

ローラ拡管施工範囲 

推定原因 

応力腐食割れ発生メカニズム 対策

液圧拡管施工範囲 

純水注入 

ローラ拡管による圧力 

・当該伝熱管については施栓する。 
・今後も ECT による探傷を、定期検査毎に蒸気発
生器伝熱管の全数について適用する。 

③１ステップローラ拡管 


